




件に合わせて分類を行い、那珂川下流部における河川
に対する建築の応答について分析を行う。分析にあた
り、河川享受の決定づける要素として、視覚的繋がり
と屋外にでられることによるアクセス性に注目した。
3.1.　開口率の算出

視覚的繋がりの要素とし
て、建築物の開口の程度によ
り分類を行う。筆者による
現地調査で撮影した写真を元
に、開口率（河川側の壁面に
対する開口部面積の割合）を
算出し、10%ごとに区分した
(図7)。広告物や、家具などの
設えによって、内部の様子が
確認できなかった開口部につ
いては、開口部の利用をして
いないとした。図7はその結
果と各開口率の建築物の分布
を示している。対象地におけ
る商業建築物は、開口率10%
以下の視覚的繋がりを持たな
いものが28棟と最も多く、全
体の36％を占める。開口率が
30％を下回る建築物のうち19
棟では、利用されていない開
口部が見られた。
3.2.　屋外空間の有無

本節では河川へのアクセス性に注目し、バルコ
ニーやテラスといった水際建築物の屋外空間の有無に
ついて分類を行う。分類にあたり、屋外空間を持たな
いAタイプ、屋外空間を持つが客の利用を意図してい
ないか不明であるBタイプ、屋外空間を持ち客の利用
が意図しているCタイプに分類を行った。Aタイプは
66棟、Bタイプは10棟、Cタイプは9棟であった。
3.3.　建築応答パターンの分析

本節では前節までに分類した、開口率と屋外空間
によるアクセス性の組み合わせを建築応答パターンと
し、那珂川下流部の建築応答の動向を分析する。分析
において、開口率と屋外空間によるアクセス性の組み
合わせによりパターンを抽出した(図8)。Aタイプは高
開口率から低開口率まで幅広く分布しており、Cタイ

プでも、偏りがあるものの同様の分布が見られる。一
方でBタイプは低開口率に集中しており、高開口率は
見られない。アクセス性の少ない屋外空間が、視覚的
繋がりを妨げていることがわかる。また、図8では立
地ごとにこれらの応答パターンの分布を示している。
Aタイプで低開口率の建築物はどの立地においてもみ
られるが、高開口率の建築物は裏隣接型に集中して分
布している。Bタイプは複層分離型に、Cタイプで特
に高開口率のものは、裏隣接型への分布がみられた。
単層分離型や複層分離型では高開口率の建築物は少な
く、車道の有無による河川への開きの影響が見てとれ
る。河川との距離が近くなる裏隣接型では、客のアク
セス性が増加し、河川享受が見込まれることがわか
る。また、複層分離型においても、高開口率のAタイ
プやCタイプの建築物が確認された。

現存する建築物のうち、1980年頃までの古いもの
は、開口率50%を超える開放的な建築物がほとんど見
られない(図9)。しかし、2000年代以降の比較的新し
い建築物は大開口を持つ割合が増加している。そうし
た建築物は、客の利用を意図した屋外空間を有するな
ど、河川享受性がうかがえる。一方で、開口率の小さ
い建築物も確認できることから、開きのバリエーショ
ンが広がったといえる。
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図7　各建築物の開口率

図8　建築応答パターンと各立地ごとの分布

図9　各建築物の築年と開口率の分布



4.　河川を活用した水際建築物の分析
本章では各パターンの代表的な建築物14棟15の店

舗を対象に、建築物内での利用実態について、事例分
析を行う。分析では、実地調査の中で客席の位置や家
具の配置、段差などの情報を平面スケッチにまとめ、
対象建築物のモデル図を作成した。得られたモデル図
を元に水際建築物の室内の設えの分類と考察を行う。
4.1.　水際建築物の室内の設えの類型

室内における客室の位置により、客室が窓側の全
体を占める隣接型、客室が窓側の一部を占める一部隣
接型、バックヤード部分が窓側全体を占め、客室と窓
が分離している分離型の、の3パターンが見られた。
さらに、家具や段差などにより、窓側の席を他と差別
化しているものと、そうでないものがみられた（表
3）。奥側型ではカウンター越しに河川の眺望を得る
ことができ、他の席と差別化を行っている。

窓側席の差別化が見られない店舗では、高開口店
全体で河川利用を促す設えをしているものと、特に前
面に障害物のある分離型にでは、窓側の席からでも眺
望が期待できず、窓側席の差別化を行っていない。
4.2.　河川利用を高めるための手法

窓側席の差別化が見られた店舗では、段差による
空間の分離や家具の種類を変更するなど、窓側席への
設えの工夫が見られた。さらに、窓側席のチャージ料
金を高く設定するなど河川眺望が付加価値を与えてい
た。また開口率の高い建築物では、窓側席の差別化を
行わずとも、奥側の客席にも河川の眺望を確保されて
いた。このように開口率の高い店舗、特に裏隣接型の
店舗では、窓側席や店内全体での河川享受性を高める
ための設えが確認された。

5.　研究のまとめ
5.1.　視覚的繋がりを持つ水際建築物の分布

本研究では、商業用途の建築物が多い那珂川沿い
の地域において、建物の属性を踏まえて建築要素の分
類を行い、河川に対する建築の応答を分析した。その
結果により、以下のことが明らかになった。

1)河川への開きの動向として、車道の設置が建築物
の開きを妨げていた。

2)築年の古い建築物は高開口率の割合が小さく、新
しい建物になるにつれ、高開口率の建築物の割合は増
加している。周辺や対岸に商業用途の少ない地域では
新しい建築物であっても、開口率が低いものがある。

3)高開口率の建築物が集中する地域では、店内の設
えの中でも河川眺望ができる席を区別するなど、河川
享受性を高めるための工夫が見られる。
5.2.　今後の研究の課題

河川享受性が見込まれる建築物は裏隣接型に最も
多く立地していた。裏隣接型は河川との関係が高い反
面、河川側には歩行者空間が無いため、河川に接する
公共性の低下も考慮に入れる必要がある。また、水際
建築物には、河川空間の豊かさを享受する空間を提供
する役割と、河川沿い、特に対岸からの景観の構成要
素としての役割があり、これらを一体的に評価するこ
とが今後の課題としてあげられる。
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(1) 参考文献 2) を参照した。
(2) また 2009 年より、毎年 9 月に那珂川周辺での屋外音楽フェスを行う中洲 JAZZ が
開催されるようになり、以前よりも那珂川周辺の賑わいが向上している。
(3) 本研究では、水際建築物を河川から最初の私有地の建築物と定義する。なお、清流
公園、六軒屋公園の背後に立地する建築物（9 棟）及び、塀などにより、建築物の状
況が把握できない建築物（1 棟 ) は、河川享受性が低いとし分析の対象外とした。
(4) 現地調査は 2018 年 10 月 7 日〜 9 日で行い、補足調査を 10 月 24 日〜 11 月 19 日で行った。
(5)Web 調査では参考文献 5) を参照した。
(6) 階数は、物件情報サイト及び、現地写真をもとに把握した。築年は、住宅地図（65、73、82、84、
87、90、95、00、05、10、15、18 年）を参照し、前年分に記載がなかった建築物が初めて記載された年
度とした。物件情報サイトに掲載されている情報がある場合は、それらを参照した。
(7) 実地調査は2018年10月24日、30日、11月12日、15日及び、19日で行い、客として店内に入る
形で事例分析を行った。
(8) 護岸及び、護岸からの最初の民有地の間に位置する空間を指す。
(9) 毛利らの研究（参考文献 3）では「街としての認識 C(city) と、川としての認識 R
（River）の及ぶ範囲を横断的に重ねたモデル」としている。
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表3　内部の設えによる分類とその事例


